
平成２３年度事業報告 

 

1. 総会を平成 23 年 5 月 18 日に東京都において開催した。 

2. 理事会を４回（4 月 2 日、7 月 9 日、10 月 1 日、12 月 23 日）、臨時理事会（メール審

議）を 3 回開催した。 

3. 機関誌｢産業衛生学雑誌｣及び｢Journal of Occupational Health｣ (第 53 巻: 和文 6 冊､

英文 6 冊､学会号 1 冊)を発行した。 

4. 第 84 回日本産業衛生学会を、平成 23 年 5 月 18 日～21 日に東京都で開催した。(関

東地方会担当、角田 透企画運営委員長)  

5. 第 21 回産業医･産業看護全国協議会を、平成 23 年 11 月 23～26 日に福岡市で開催し

た。(九州地方会・産業医部会・産業看護部会・産業歯科保健部会担当、織田 進企画

運営委員長)  

6. 第 20 回産業衛生技術部会大会を、平成 23 年 12 月 10 日に開催した。 

7. 9 地方会活動(北海道､東北､関東､北陸甲信越､東海､近畿､中国､四国､九州)を行った。 

8. 4 部会活動(産業医部会、産業看護部会、産業衛生技術部会、産業歯科保健部会)を  

行った。 

9. 7 常設委員会活動を行った。1 非常設委員会及び２ワーキンググループを設置した。 

(1)編集委員会 (2)許容濃度等に関する委員会 (3)生涯教育委員会 (4)労働衛生関連法

制度検討委員会 (5)専門医制度委員会 (6)表彰制度に基づく選考委員会 (7)倫理審査

委員会 (8)震災関連石綿・粉じん等対策委員会（非常設）(9)COI に関するワーキング

グループ(10)職場のメンタルヘルス対策に関連した法律改正への要望作成ワーキング

グループ 

10. 31 研究会活動を行った。 

(1)産業疲労研究会 (2)振動障害研究会 (3)職業性呼吸器疾患研究会 (4)中小企業安全

衛生研究会 (5)産業中毒・生物学的モニタリング研究会 (6)産業精神衛生研究会 (7)

放射線原子力保健研究会 (8)作業関連性運動器障害研究会 (9)アレルギー･免疫毒性研

究会 (10)労働衛生史研究会 (11)VDT 作業研究会 (12)健康教育･ヘルスプロモーショ

ン研究会 (13)アルコール問題研究会 (14)職域身体活動研究会 (15)産業神経･行動研

究会 (16)温熱環境研究会 (17)労働衛生国際協力研究会 (18)就労女性健康研究会 

(19)産業疫学研究会 (20)産業保健情報・政策研究会 (21)産業保健マーケティング研究

会 (22)職域における睡眠呼吸障害研究会 (23)職域における喫煙対策研究会 (24)医療

従事者のための産業保健研究会 (25)産業栄養研究会 (26)エイジマネジメント研究会 

(27) 産業心理技術研究会 (28)非正規雇用研究会 (29)騒音障害防止研究会  (30)交通

における安全と産業衛生の研究会 (31)大学・研究機関における安全衛生管理研究会 

11. 名誉会員推薦は２名、奨励賞２名、功労賞２名に授与した。 

12. 専門医制度について、指導医及び専門医の更新手続きと専門医資格認定試験を行った。

専門医制度の改正を行い、専攻医制度を整備し、研修施設認定を行った。平成 24 年 1

月現在、指導医 295 名､専門医 163 名が登録された。研修登録医は 328 名である。 

13. 産業看護師は、平成 24 年 1 月現在 1,614 名が登録された。 

14. アジア産業保健学会(ACOH)2014 年大会の開催に向けての準備を行った。また、国際

協力の一環として、国際学会開催の援助およびアジアを中心とした学会誌の無償配布

を行った。 

15. 14 の学協会の開催について、協賛・後援した。 

16. 新公益法人移行の準備を行った。 

 

 


